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次
に
浦
一
ベ
る
い
や
は
私
一
個
人
の
、
間
骨
一
け
に
閲
す
る
私
見
で
あ
っ
て
川
よ
り
椛
験
あ

り
卓
識
あ
る
牧
医
家
の
読
む
べ
き
こ
と
で
な
く
、
せ
い
ん
＼
こ
れ
か
ら
す
一
H

耕
そ
牧
陸

し
よ
う
と
す
る
方
々
の
一
面
の
参
孜
に
資
す
る
が
が
出
来
る
、
か
ど
、
フ
か
も
あ
や
し

。
保
ト
作
と
一
五
ふ
下
は
、
こ
れ
や
持
活
に
普
ふ
れ
ば
．
積
械
的
保
ト
υ
什
は
協
郎
防
で
あ
り
、

消
極
的
保
存
は
治
療
で
あ
る
、
と
で
も
・
ぷ
へ
ょ
う
か
。
治
療
し
た
り
稼
防
し
た
り
す

る
制
合
に
は
書
籍
の
崩
壊
が
佐
し
い
の
で
あ
る
。
殊
に
日
光
も
強
く
・
掃
気
も
多
い
空
間
で
は
荒
川
新
の
m凶
作
は
宅
難

の
業
で
あ
る
か
の
誌
に
、

一
部
の
識
者
の
間
に
で
も
脱
念
の
眼
今
問
ぢ
て
ゐ
る
や
う
に
ポ
っ
て
ゐ
る
ο
し
か
し
僕

は
そ
ん
な
に
軽
く
あ
つ
か
は
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。
今
例
へ
ば
．
地
球
伝
統
に
二
つ
に
訓
っ
た
其
の
小
球
の
北
方

人
時
代
か
制
合
に
あ
っ
さ
り
し
た
食
物
ぞ
給
っ
て
生
活
し
て
ゐ
る
し
、
南
方
人
種
は
訓
A
口
に
泊
ぎ
つ
仁
食
物
品
匂
M
M
つ



て
生
き
て
そ
る
や
？
な
が
は
誰
し
も
比
聞
し
て
疑
は
な
い
が
で
あ
ら
う
。
叉
北
方
産
の
人
種
が
南
万
へ
山
総
に
行

つ

τ．
相
授
ら
み
ザ
北
方
的
生
活
係
件
食
物
を
無
刊
に
保
ち
な
が
ら
、
生
活
の
．
小
遁
h
q
明
つ
や
う
な
が
は
凡
そ
遁
聡

と
一
ぷ
ふ
い
や
お
也
知
ら
今
、

順
癒
を
無
視
し
大
仕
方
で
あ
る
と
云
ふ
い
や
は
名
前
は
思
ひ
出
せ
ぬ
が
、
地
即
日
開
r
品
引
が
己
に

力
説
し
て
ゐ
る
が
で
あ
る
。
（
比
較
的
仁
北
方
は
市
ぷ
よ
り
も
凌
．
ぎ
易
い
と
丘
ふ
が
ゆ
信
念
叫
に
お
い
て
の
河
川
で
あ

る）
q

で
惟
ふ
に
地
方
々
々
の
特
産
物
と
栴
さ
れ
る
も
の
は
つ
ま
り
そ
の
上
地
に
生
活
す
る
者
に
と
っ
て
、
止
し
活
維

持
上
（
経
抑
的
立
味
i
q離
れ
て
）
必
定
紋
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
特
点
物
在
十
分
利
川
す
れ
ば
他

地
方
と
呉
れ
る
店
法
傑
件
の
下
に
同
等
の
州
民
今
牧
め
得
る
吋
山
川
で
は
な
か
ら
う
か
？

彼
を
推
し
て
れ
と
に
及

ぷ
に
、
品
川
H

絡
の
川
怖
が
と
・
ぷ
ふ
一
が
に
就

τも、
A
1
述
べ
に
や
う
な
即
日
間
が
や
川
て
彼
る
や
う
に
忠
は
れ
て
な
ら
な
、

の
で
あ
る
。
結
河
川
そ
念
ぐ
前
に
、
少
し
く
漠
符
の
過
去
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
二
三
一
の
h
m
耳
目
以
在
試
み
て
比
ょ
う
。

石
経
・
・
古
来
依
結
の
具
、
或
は
文
字
保
存
の
具
と
し
て
川
ゐ
ら
れ
た
も
の
は
大
慌
令

・
石
・
締
・
竹
・
弛
・

土
・
革
・
木
八
昔
の
名
を
そ
の
ま
、
由
本
け
る
布
引
が
出
来
よ
う
。

一
、
金
（
銅
・
蛾
等
）
・
－
銀
、
州
、
等
の
務
降
、
銘
降
。

二
、
石
（
玉
）
・
・
石
純
、
石
問
。

二
、
静
ハ
ト
仰
）
・
・
叩
巻
、
絹
加
。

問
．
竹
ハ
紙
）
・
・
竹
筒
（
竹
古
）
紙
岱
、
紙
加
0

1
．
弛
・
・

hn接
的
に
は
悦

τは
ま
る
も
の
な
し
。

六
、
土
・
・
均
（
徐
．
聴
．
陶
）
、
瓦
品
川
。

七
、
革
・
・
（
丙
作
に
の
み
凡
る
）
。

八
、
木
（
椛
）
・
・
木
簡
．
誕
版
、
情
紙
。

近
年
輩
回
訓
さ
れ
仁
他
叩
蹴
介
も
漏
ら
す
が
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
ο

之
年
の
巾
で
長
年
ハ
の
mw作
に
耐
ふ
る
も
の
と
し
て
は
金
石
が
梅
川
さ
れ
て
を
る
や
、
コ
で
あ
る
。
特
に
石
は
政
相
ロ
勿

に
持
越
び
さ
れ
え
な
い
と
ぷ
ふ
動
で
重
川
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
日
合
文
献
の
研
・
先
．
石
椛
の
研
究
は
各
々
そ
の
演
準

の
跡
合
究
め
査
さ
ん
と
し
て
や
る
の
で
も
分
る
。
而
し
て
、
狭
義
に
於
け
る
古
新
保
作
の
跡
丸
信
令
石
に
求
む
れ
ば

先
づ
石
純
、
ハ
浅
石
抗
、
説
「
れ
純
、
府
石
純
、
萄
石
純
、
北
米
石
紅
、
十
川
宋
石
純
．
清
石
純
）
で
あ
ら
う
J

石
椛
の

始
ま
り
は
拠
代
の
い
北
小
石
椛
ハ
二
子
石
椛
）
に
し
て
、
漢
は
泰
代
の
後
を
承
け
て
雨
慌
純
明
の
極
峻
時
代
守
作
り

そ
の
「
法
的
に
の
名
が
人
ー
で
も
「
支
部

mr」
と
え
ふ
名
栴
と
同
質
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
割
問
で
あ
る
の
．
た
が
．
此
の

民
代
の
純
明
は
奈
焚
の
後
々
継
い
で
、

A
1
文
川
町
士
と
占
文
博
士
．
品
ぺ
字
形
の
弔
ひ
か
ら
製
説
の

φ
ひ
に
ま
で
進
展

し
、
ぃ
幼
時
仁
は
内
分
の
試
に
A
H
ふ
肢
に
、
賄
附
附
を
使
っ
て
繭
去
の
側
室
に
保
毘
さ
れ
て
ゐ
る
漆
掛
か
の
椛
午
を
改
め

、
、
ヘ
官
者
mIEJ

さ
せ
た
と
i
p主
体
に

L
引
）
。
又
察
芭
の
停
に
監
が
、
終
結
聖
人
を
去
る
い
や
久
し
く
、
文
字
の
誤
り
多
く
、
俗
儒
が

穿
墾
ケ
濯
し
く
し
後
原
伝
説
ら
す
卒
、
か
砂
く
な
い
の
で
、
醤
の
同
僚
と
相
謀
り
、
六
経
文
字
是
正
山
え
す
る
J
P
を
奏

求
し
、
許
さ
れ
て
石
純
の
刊
刻
に
取
か
、
っ
た
。
乙
ル
警
が
滋
石
料
刊
刻
の
山
来
で
あ
る
。
＋
け
結
保
作
観
念
の
強
き

護
露
と
一
一
員
へ
な
い
花
ら
う
か
。
後
歴
代
の
石
椛
刊
刻
は
皆
図
門
家
の
が
業
と
な
っ
て
を
る
。
一一
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自
然
的
保

μ
・
・
鈍
州
持
器
な
ど
に
残
っ
た
文
午
は
、
文
中
そ
の
も
の
よ
り
も
、
収
怖
を
保
作
す
る
侭
め
に
文
字

が
れ
然
に
保
全
さ
れ
た
も
の
に
と
云
へ
ょ
う
。
民
同
保
存
と
ぷ
ふ
下
位
ザ
も
白
然
的
保
作
で
あ
る
。
例
へ
ば
今
日
徳

川
時
代
か
ら
つ
γ
い
て
ゐ
る
諸
家
の
家
怪
漢
籍
が
そ
れ
で
あ
る
。
八
帽
u
て
唱
苓
師
か
ら
こ
ん
な
事
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
支
郎
本
固
に
於
い
て
は
朝
代
の
代
嬬
な
ど
に
際
し
兵
焚
多
く
、
公
私
の
匡
設
け
は
よ
く
そ
の
際
に
却
火
の
矯

め
に
散
伐
し
て
し
ま
ふ
が
、
日
本
へ
俸
は
っ
た
慌
絡
は
荷
滞
に
分
医
さ
れ
て
ゐ
て
、
完
全
に
残
っ
て
ゐ
る
の
が
非

常
に
多
い
と
。

人
立
的
仰
怖
か
・
－
人
立
的
保
存
は
主
と
し
て
布
、

特
に
紙
の
や
う
な
形
が
く
づ
れ
易
く
、
而
も
部
数
の
多
い
所

調
書
符
に
就
い
て
者
心
が
排
な
れ
る
い
や
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
で
、
彼
の
支
那
の
也
大
な
る
荒
川
結
の
鍛
冶
思
ひ
浮

べ
る
時
、
反
に
個
人
陸
芥
家
に
想
到
す
る
時
彼
守
が
所
庇
の
保
全
に
如
何
に
血
も
杭
む
半
苦
を
託
し
て
ゐ
る
か
は

想
像
に
灘
く
な
い
の
で
あ
る
。

「
市
開
脊

m〈
H
J

A
1
主
に
係
氏
（
産
増
字
名
従
孫
〉
蔵
書
杷
要
一
拾
本
四
比
一
い
か
品
ぐ
る

L
M
一
い
依
誠
し
な
が
ら
臆
見
ぞ
述
べ
る
が

f
金
持
答
問
木
」

t

j

1

3

書
籍
の
保
存
に
心
あ
る
読
者
は
原
書
を
読
ま
れ
る
様
に
薦
め
巾
す
。

一
、
購
書
u

書
籍
の
保
存
は
購
主
に
始
ま
る
、
く
ど
い
肢
で
は
あ
る
が
其

mは
永
法
に
動
か
な
い
。
苦
闘
釘
し
た

人
は
此
の
一
一
日
葉
の
味
が
よ
く
分
る
。
寄
贈
を
受
け
て
芥
符
が
杭
っ
た
例
も
あ
る
が
、
そ
ん
な
弁
務
は
窓
に
添
は
ぬ
．

く
花
ら
ぬ
木
で
も
あ
ら
う
し
、
又
重
複
も
山
山
る
J

で
あ
る
か
ら
芥
結
の
保
存
は
や
は
り
「
肱
守
口
に
始
ま
る
」
。
購
書

の
難
き
事
は
別
と
し
て

「
購
っ
た
書
籍
ぞ
机
上
に
置
き
・
手
は
サ
一
点
脊
を
焼
き
、
口
は
銘
茶
を
畷
り
な
が
ら
．
悠
然

と
し
て
開
巻
に
及
ぶ
（
組
問
一
）
」
な
ど
楽
し
み
は
こ
、
に
始
ま
り
苦
貯
も
ニ
、
に
始
ま
る
。

二
、
壁
別
0

・
書
籍
保
れ
に
作
ふ
態
別
h
q
知
ら
な
い
人
の
手
伝
匡
守
口
紀
要
は

「
啓
之
緋
色
、
州
問
之
拙
一昔に
」
mnu
へ

て
を
る
。
玉
石
混
靖
そ
避
け
る
怠
で
あ
る
い
や
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
間
単
な
る
賞
騒
な
ら
よ
い
と
し
て
聴
別
と
云

ふ
事
に
な
る
と
数
時
巻
加
の
書
を
眼
に
見
．
手
に
鰯
れ
た
人
で
な
け
れ
ば

一
寸
も
問
題
に
な
ら
ぬ
。

vu
く

「
誰
の

舎
は
利
判
例
地
の
問
者
か
、
何
人
の
底
本
に
依
っ
た
か
、
何
人
の
牧
陸
沿
純
た
か
、
何
で
宋
元
の
刻
木
で
あ
る
事
が

分
る
か
．
南
北
朝
の
何
時
頃
の
何
昆
で
刊
刻
さ
れ
た
か
、
何
で
宋
一
苅
の
精
紗
醤
紗
本
で
あ
る
市
す
が
分
る
か
・
：
」
と .I 

一
云
ふ
等
、
及
び
紙
質
の
良
否
異
質
、
墨
の
濃
淡
善
悪
、
詳
し
く
引
く
事
を
さ
け
る
が
．
か
く
壊
別
を
精
し
く
し
て

悪
し
き
を
去
り
者
き
そ
掠
っ
て
始
め
て
保
存
賓
匝
の
趣
己
け
が
建
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
項
の
中
で
私
が
特
に

注
意
を
引
か
れ
た
の
は
次
の
一
候
で
あ
る
。

「
山
水
元
刻
本
雌
具
。
而
必
版
印
初
刻
。
不
純
間
勤
者
錦
賞
。

・
百
人
傘
童
宋
刻
木
。
弗
一
軒
塗
抹
。
後
世
附
流
俗
子
。

不
知
愛
情
書
籍
。
妄
自
動
筆
。
布
始
無
終
。
随
意
閤
貼
。
良
可
歎
也
0

・
：
」
と
。

之
は
米
一
万
の
郡
木
そ
珍
重
愛
惜
す
る
川
窓
か
ら
出
た
言
葉
で
あ
る
が
．
思
問
的
見
地
か
ら
も
一

考
す
べ
き
僻
地

が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
之
に
つ
い
て
は
別
に
詳
説
し
た
い
と
思
っ
て
を
る
。

二
、
紗
録
。
匡
書
記
要
に
日
く
、

「書
之
所
以
貴
紗
録
者
。
以
其
使
於
諦
設
也
。
歴
代
好
謬
之
士
。
菅
川
此
法
。
所
以
有
刻
本
。
又
布
紗
本
有
底

本
。
底
本
使
於
改
正
。
紗
本
定
其
字
輩
。
於
口
疋
紗
錦
之
来
日
。
比
之
刊
刻
者
夏
貴
且
重
詩
。
況
書
籍
中
之
秘
本
。

五



ムノ、

協
品
川
川
批
所
平
比
者
。
非
紗
鈍
則
不
可
位
。
メ
安
可
以
忽
之
哉
。
従
来
ド
竹
陸
品
川
口
之
家
d

而
不
恭
之
伐
主
官
者
也
。

則
正
道
同
不
可
－
A

中講也。・・・」

之
が
比
例
朝
人
の
紗
本
に
劃
す
る
考
へ
で
あ
る
つ
諦
説
に
便
利
花
と
一
ぷ
ふ
が
は
先
き
に
引
い
た
「
責
ポ
椛
間
勤
」
云

云
と
い
ふ
い
や
と
附
聯
し
て
．
つ
ま
り
自
分
で
紗
録
し
た
も
の
に
随
意
に
批
鈷
を
加
へ
つ
つ
、
勉
早
出
来
る
か
ら
で

あ
る
o
米
本
に
限
ら
今
一
般
に
、
古
籍
が
左
程
た
や
す
く
予
に
入
れ
ら
れ
な
い
時
代
の
窮
措
大
は
、

多
く
抄
本
に

よ
っ
て
立
身
出
枇
の
路
を
講
じ
た
。
訓
読
に
よ
る
阿
古
の
崩
壊
を
防
ぎ
、
入
手
し
難
き
市
川
誌
を
保
作
す
る
川
町
巾
の

あ
る
の
は
蛇
足
す
る
ま
で
も
な
い
。

問
、
校
響
。
校
門
．
か
山
内
保
作
に
役
立
っ
た
の
は
逗
く
慌
の
時
代
に
湖
っ
て
濡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
校
川町パ

m－が

一
つ
の

m
mと
し
て
成
長
し
た
の
は
極
く
近
世
の
事
に
胤
す
る
‘
7
A
H

む
し
ろ
こ
れ
か
ら
雌
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
岐
問

で
あ
る
。
清
の
章
氏
・
封
（
明
誠
）
の
校
判
通
義
．
現
代
の
陳
援
苓
（
一
川
）
の
元
山
円
本
校
柿
料
例
等
が
こ
の
取
の
嬬

鍬
た
る
も
の
で
あ
る
。
部
代
の
頃
松
本
少
な
く
異
説
多
い
昨
は
初
論
、
板
本
の
多
く
な
っ
た
後
の
時
代
は
街
－
具
、

抄
木
刻
木
の
校
助
等
と
、
校
帥
z
一
取
が
古
芹
保
存
に
針
す
る
貢
献
は
盆
々
重
大
性
を
加
へ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

五
、
装
釘
。
匹
い
札
口
紅
盟
は
装
釘
に
つ
い
て
、
生
地
良
山
の
装
釘
の
方
法
を
非
常
に
親
切
に
品
い
て
ゐ
る
が
、
そ

れ
は
A
1
枝
葉
に
亙
る
べ
き
川
題
で
な
い
か
ら
、
た
。
、
妨
害
に
針
す
る
措
泣
に
附
す
る
筒
所
古
け
摘
出
し
て
比
る
と
、

大
mw次
の
拡
な
が
が
あ
る
。

「装
釘
惜
一
日
結
不
丘
中
川
大
飾
観
、
而
斐
護
軟
ト
例
道
．
：
・
砧
詐
而
川
小
粉
糊
、
入
倣
零
細
末
於
内
、
・
・
・
須
川
A
ぷ
倣
、
秋

天
川
、
・
：
芹
査
不
川
偶
作
、
川
套
必
性
、
蹴
放
於
紫
杭
脊
楠
町
内
障
之
、
亦
終
脈
叩
免
‘
慨
毛
氏
汲
十
け
悶
川
伏
．
大
糊

砧
一
山
側
料
、
服
卒
伏
・
：
内
川
利
泉
述
叩
紘
一
呉
、
糊
川
小
粉
．
川
柳
、
’
H
榊
布
、
百
部
草
制
ぶ
．
山
川
可
免
航
、
然
耐
仙

．
小
検
貼
．
梢
犯
糊
端
、
亦
印
生
晶
、
終
非
作
山
下
、
糊
桜
丘
夏
、
明
訂
立
μ
付
、
若
足

x
m訂
、
汗
手
蛇
叫
一
汁
…
州
於

引
い
川
上
、
日
後
泥
湖
、
必
致
器
削
刷
生
哉
、
不
可
不
防
、
：
・
」

ル寺
3
r
e

糊
の
配
薬
に
つ
い
て
は
、
繰
返
し
説
川
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
状
H

符
の
駐
中
古
は
や
は
り
糊
に
制
す
る
が
が
a

4

伶
川
松
本
川
題
に
な
っ
て
そ
る
や
う
花
。
長
崎
り
に
於
て
今
日
か

、
る
市
誌
の
阿
波
々
釘
守
川
ゐ
る
蕗
は
一
・
す
な
い
で

せ‘フ。

い
や
佐
具
屋
に
斯
う
云
ふ
れ
が
保
承
さ
れ
て
ゐ
る
。
」
胞
愛
れ
ば
品
目
泣
る
と
や
ら
．

必
A
T
や
主
持
濁
特
の
法

釘向
M
朴
い
け
が
あ
る
で
せ
う
が
、
誰
か
秘
俸
の
公
開
会
惜
し
ま
な
い
人
が
文
子
に
持
し
て
公
開
し
な
い
も
の
で
せ
う
か
ι

h

ハ
．
編
目
、
之
は
印
ち
市
内
結
日
銭
t
q
編
む
が
で
、

日机叫が什一
H

結
の
代
り
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
は
、
周
知
の
切

し
。
松
川
一
一
日
鈴
取
と
此
栴
さ
れ
一
つ
の
市
在
成
し
て
ゐ
る
貼
及
び
品
川
口
の
多
き
が
等
に
よ
り
て
も
、

そ
の
十
川
市
内
保

ド
作
上
に
於
い
て
如
何
に
必
須
の
役
訓
を
泌
じ
て
ゐ
る
か
。
、
分
る
の
で
あ
る
。
今
日
銭
を
川
柳
端
に
利
川
し
た
例
と
し

て
川
市
間
の
入
、
市
江
－

w溶
（
午
凶
器
削
城
山
市
間
）
の
流
通
十
H
A約
（
糊
材
）
の
白
身
引
い
て
兄
ょ
う
。

「
：
・
忠
信
h
末
、
然
訪
不
敗
之
流
、
作
ト
ハ
川
脱
出
門
、
山
川
車
活
断
、
揺
揺
英
定
、
或
位
僕
独
語
、
成
水
火
血
H

災
、
時

山
立
料
之
外
、
不
併
ぷ
可
取
非
．
特
我
f

小
情
人
、

人
亦
決
不
併
設
、
封
己
守
林
、
縦
果
歳
月
、
無
所
榊
益
、
牧

蔵
符
判
取
蒔
、
予
A
1
酌
一
簡
便
法
、
彼
此
庇
キ
一
日
家
、
各
就
翻
日
鋭
、
標
出
所
航
者
、
先
抗
出
、
次
史
逸
．
次
文

集
．
次
雑
必
、
税
所
著
門
知
岡
、
時
代
先
後
同
、
在
軟
多
寡
問
、

約
定
ト
引
Mm相
易
、
川
巨
人
向
命
門
下
之
役
、

，じ



A 

結
て
繕
寝
、
・
悦
針
無
謀
、

一
一則
月
間
．
各
部
所
紗
正
換
、
此
法
心
何
故
善
、
好
守
一
川
不
出
戸
庭
也
0

・：」

之
は
極
度
に
店
・
社
退
の
訓
t
q
守
h

り
、
又
惜
常
一
u

一
一
秘
伝
情
咋

一
躍
と
改
め
る
粍
制
椛
が
尖
り
、
替
水
の
貸
出
企

極
度
に
嫌
ふ
牧
陣
家
の
匹
4
I
H
h
q

互
に
見
、
互
に
得
ん
と
す
る
病
め
の
、
打
開
策
と
し
て
設
け
ら
れ
た
、

約
束
で
あ

る。
七
、
牧
匪
。
牧
陸
は
紫
釘
曝
市
川
け
と
共
に
、
牧
陸
家
が
一
存
脂
心
す
る
い
雌
で
あ
る
。
成
山
の
牧
陸
方
法
そ
聴
か
う
。

「
牧
匹
芹
籍
、
不
猫
安
世
得
法
、
全
要
時
常
検
動
問
者
、
乃
筑
妙
也
．
若
安
置
雌
安
、
来
世
f

小
作
、
無
．
小
泣
謀
、

京に於
k
H
椴
．
泊
川
江
丙
杉
木
、
小
山
川
村
、
銀
杏
木
偶
乙
、
紫
悦
花
梨
小
木
、
必
於
湖
汎
不
可
川
、
：
・
詮
民
向
下
、
白
於

棋
k
凶
而
憲
一
縮
・
須
刊
文
一
迎
一
風
、
窓
小
橋
大
、
（
私
一
儲
梢
）
槌
門
堅
抗
鎖
安
緊
－
宍
：
・
古
布
石
倉
陸
力
以
一
ベ
可
無
火

忠
．
市
H
堅
久
、

A
1
亦
鮮
能
筑
之
、
惟
起
k
H
他
民
常
一
H
．
同
町
お
側
風
服
、
照
徽
州
爪
挫
式
乃
苦
．
：
・
若
・
米
住
vy

門
、
瞭
野
之
所
、
或
近
城
市
、
叉
無
空
地
、
接
連
内
室
厨
竃
街
署
之
地
、
則
不
可
陸
芹
而
息
・
梯
乙
地
、
不
汁
吋
一2H

突
．
：
・
楠
頂
川
巳
角
．
妙
民
木
研
制
、
鋪

一
一
般
．
・
水
煎
鼠
耗
．
恐
ト
仰
山
蟻
、
川
炭
肘
・
石
以
・
鍋
緋
釧
地
、
則
無

始
、
楠
内
山
叫
が
廿
町
、
併
説
石
、
可
昨
猛
魚
・
ト
配
給
於
中
以
昨
火
、
芹
脱
帽
中
成
加
点
k
倶
不
一
円
一
阻
・
：
」
（
蛸
一
m
M本）

私
が
此
槌
で
特
に
川
紹
と
し
て
取
上
け
た
い
が
は
、
品
川
慣
の
製
材
に
江
西
の
杉
、
問
川
の
州
、
銀
特
木
そ
川
ゐ

紫
杭
花
梨
等
は
裕
一気
が
附
－
at
易
い
か
ら
川
ゐ
て
は
不
可
な
い
と
言
っ
て
ゐ
る
が
で
あ
る
。
屯
潤
で
は
ど
う
か
？
蛍

時
に
は
檎
梓
の
良
材
が
原
生
林
h

q

筑
し
て
ゐ
る
ω
之
は
江
田
杉
、
川
村
に
取
っ
て
代
り
、

川
ゐ
ら
る
べ
き
も
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
殊
に
柿
か
ら
製
出
す
る
柿
脳
角
を
以
っ
て
包
角
に
代
ら
せ
、
柿
の
芹
慣
を
作
っ
て
洋
物
を
入
れ

檎
の
品
害
に
針
す
る
耐
久
は
己
に
述
築
物
に
於
い

τ経
験
械
で
あ
る
。
斯
う
云
ふ
風
に
地
の
利

ぞ
利
川
す
れ
ば
、
と
の
恐
凡
で
あ
る
が
識
者
は
ど
う
考
へ
ら
れ
る
古
ら
う
か
。
川
時
気
に
針
す
る
注
立
は
北
方
の
高

燥
に
引
換
へ
、
自
ら
盛
っ
て
ゐ
る
が
は
雄
々
耳
に
す
る
が
で
あ
る
。
又
去
掛
川
に
来
て
を
ら
れ
る
大
陸
評
家
は
パ
－
フ

ピ
ン
（
成
は
セ
ロ
フ
ァ
ン
）
紙
を
使
っ
て
防
盆
す
る
本
に
成
功
し
て
を
る
事
、
及
び
民
束
の
刻
芹
に
よ
く
見
う
け

る
丹
砂
（
赤
色
般
化
水
銀
）
そ
塗
っ
た
紅
い
詐
扉
に
、
叶
此
山
b
H

が
及
、ば
な
い
事
を
護
凡
し
て
ゐ
る
事
等
も
早
く
愛
古

家
の
お
立
に
入
れ
て
泣
き
た
い
が
で
あ
る
。

た
ら
ど
・
3
か
？

八
、
曝
書
。
蔵
書
記
要
に
H
く、

「曝
4
1
H

．
須
布
五
．大
、
間
植
日
挨
次
晒
、

一
栂
一
日
‘
晒
者
川
晒
板
四
塊
、
ニ
パ
閥
、

一
丈
五
六
尺
長
、
日
発

欄
起
、
放
日
中
、
帰
古
脳
仙
以
上
面
、

雨
面
醐
．
柏
、
ぷ
・
川
牧
起
．
連
板
陸
、
風
ロ
涼
透
、
方
可
上
機
、
過
雨
控
板

連
ル
仁
川
人
足
内
、
捌
起
品
似
、
損
品
札
口
板
上
、
須
川
女
平
涼
、
恐
汗
手
拳
書
、
拍
手
浜
漣
。
：
・
」

警
が
屯
川
な
事
で
あ
る
。
此
の
項
に
闘
す
る
が
は
地
の
点
両
市
北
を
川
は
す
準
川
し
て
よ
い
様
で
あ
る
。
私
が

「
従
ハ
比
汐

nv山
」
中
に
於
い
て
引
川
し
た
ぬ
石
山
民
文
庫
の
陸
許
櫨
傑
款
の
叩
玄
H

の
方
法
は
‘
品
が
多
い
南
方
の
臨

帝
円
で
あ
っ
た
ゾ
け
に
方
法
も
少
し
く
細
微
に
亙
っ
て
ゐ
る
。

以
上
八
項
は
陸
枠
内
紀
要
に
依
っ
た
が
、
版
文
は
勿
論
こ
ん
な
簡
躍
な
も
の
で
は
な
い
。
読
者
諒
と
せ
よ
。

E
書
訓
。
「
怪
芥
訓
」
と
云
ふ
も
の
は
一
見
古
書
保
存
に
竜
安
な
る
役
割
を
演
じ
て
守
る
様
で
あ
る
が
、
事
官
は

之
閣
時
的
け
無
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
或
清
朝
の

mv者
の
か
な
り
な
者
本
及
び
或
る
清
朝
の
牝
医
家
の
四

九



。

五
高
加
に
上
る
陸
荒
川
か
身
後
間
も
な
く
伐
亡
、
港
移
し
て
し
ま
っ
た
の
や
見
、
聞
き
、
殊
に
牧
陸
家
の
方
の
、
子

々
孫
々
に
ま
で
体
へ
た
い
と
云
ふ
、
陸
芥
傑
款
を
読
ん
花
時
は
深
く
心
を
衝
た
れ
た
も
の
で
あ
る
。
A
1
有
名
な
る

匪
4
1
H

訓
を
二
つ
左
に
節
引
し
て
兄
ょ
う
。

過
激
的
な
る
も
の
。
府
杜
退
家
芹
白
題
に

「柿
探
究
・
来
子

n校
、
子
孫
説
之
知
聖
道
、
器
及
川
川
人
偏
不
孝
。
」（
一
湾
問
自
mMmrと
）

悲
閥
的
な
る
も
の
。
清
副
仰
承
牒
の
治
生
世
陸
性
約
に

「・
：
楽
散
内
是
恒
理
、
印
余
三
十
年
来
楽
而
散
、
散
而
復
菜
、
亦
己
再
見
輪
廻
突
、

A
1
能
期
爾
擢
之
有
楽
無
散

哉、

要
以
爾
輩
日
盤
爾
翁
一
生
精
力
、
耽
耽
簡
編
、
：
：
：
則
爾
輩
又
安
不
端
力
以
守
哉
、
至
端
力
以
守
、而
布
非

爾
山
市
之
所
飽
守
者
、
夫
同
有
数
作
乎
其
間
突
、
A
1
奥
爾
輩
約
、
及
吾
之
身
、
則
月
盆
之
、
及
爾
擢
之
身
則
蔵
盆

之
．
：
・」

結

以
上
の
外
蛇
足
し
た
い
事
も
搾
山
あ
る
の
で
す
が
、
行
兄
が
蛇
兄
に
な
ら
ぬ
中
に
生
ぞ
止
め
て
お
か
う
。

五円言”

C之：F.干
66'00 

昭
和
十
年
十
月
二
十
九
日
署
於
宝
北
南
輿
寓
居
従
宜
移




